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１．はじめに

IUGS Heritage Stones（以下，ヘリテージストーン）とは，

地球科学と人類社会との繋がり，すなわち人類史において

地質学が果たしてきた重要な役割を可視化することを目的

に，International Union of Geological Sciences（IUGS：国

際地質科学連合）が推進しているアウトリーチ事業の 1 つ

である．具体的には，国際的価値が高く，人類との関わり

の歴史が古い天然石（主に石材）をヘリテージストーン（天

然石材遺産）に認定し，それらの地質学的価値や文化的活用

の歴史を英語文書として後世に残すことを目的に，使用言

語の違いから知名度の低かった貴重な石材の価値や重要性

を世界に広く周知するとともに，それらの石材の持続可能

な利用を考える機会の創出を目指している（IUGS, 2024）．

この事業の企画・運営は，2016 年に IUGS 内に設立さ

れた科学委員会 International Commission on Geoheritage 

（ICG：国際地質遺産委員会）が担っている．この委員会は，

2022年まではHeritage Sites and Collections Subcommission

（HSCS：地質遺産サイトと地質コレクションに関する小委員

会）とHeritage Stone Subcommission（HSS：ヘリテージス

トーン小委員会）の 2 つで構成されていたが，その後，前

者がさらに 2 つに細分されたことで，現在は 3 つの小委

員会（Subcommissions on Sites，Heritage Stones and Geo-

Collections）からなる．そして，この中の Subcommissions 

on Heritage Stones（すなわち HSS）が，ヘリテージストー

ン認定審査を含む本事業の管理運営や普及啓発を担ってい

る（Kaur, 2022）．

ヘリテージストーンの前身は，2016 年～ 2022 年に

HSS が International Association for Engineering Geology 

and the Environment（IAEG：国際地質工学環境学会）との

パートナーシップのもとで実施した Global Heritage Stone 

Resource（GHSR：世界石材遺産資源）である．ユネスコ

－地質科学国際研究計画（IGCP：International Geoscience 

Programme．ただし，その略字表記については，同組

織の旧名称である International Geological Correlation 

Programme に基づく）からの資金援助のもと，本事業で
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は事業運営の枠組構築を目的に，GHSR 認定基準の確立，

GHSR のデータベース作成と維持管理，それらを活用した

国際連携の強化が進められた．2017 年～ 2022 年にかけ

て，ヨーロッパを中心に計32件のGHSRが認定され，GHSR

の業務がヘリテージストーンに引き継がれた後は，それら

が全てヘリテージストーンに認定された．その後，2023

年度春の審査で 10 件，秋の審査で 13 件が新たに選出さ

れ，現在は計 55件のヘリテージストーンが存在している．

本稿で紹介する『筑波山塊の花崗岩』は，2023 年秋の審査

を経て2024年度に認定されたヘリテージストーンの1つ

で，この認定は日本のみならず東アジア初の快挙となった．

今後，日本から新たなヘリテージストーンが生まれること

を期待し，ここでは，ヘリテージストーン認定申請の経緯，

作成した認定申請書の概要，ヘリテージストーン認定がも

たらした地域社会の反応と，世界を代表する 55 件のヘリ

テージストーンの特徴を簡単に紹介する．

２．ヘリテージストーン認定申請の経緯

筆者が，『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定

申請書（以下，申請書）の作成を担当することになったのは

2024 年 1月中旬で，そのきっかけは，糸魚川ジオパーク協

議会・フォッサマグナミュージアム館長で，IUGS ヘリテー

ジストーン小委員会国内連絡員でもある竹之内　耕氏から

『稲田石・真壁石』のヘリテージストーン認定申請に協力し

てほしいとの相談を受けたことだった．話を伺うと，日本

学術会議地球惑星科学委員会 IUGS分科会（以下，国内 IUGS

分科会）委員から，IUGS での日本の存在感を示すため，現

在募集中のヘリテージストーンに国内からも申請すべきと

の打診があり，その後，IUGS 分科会委員，IUGS ヘリテージ

ストーン小委員会国内連絡員，日本ジオパークネットワー

ク事務局と日本地質学会の有識者で話し合った結果，伊豆

石や大谷石などと共に筑波山地域ジオパークエリア内の稲

田石・真壁石がその候補に挙がったとのことだった．それ

で，稲田石・真壁石については，筆者が所属する筑波山地

域ジオパーク推進協議会事務局に申請書作成を依頼してみ
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てはどうかという話になったそうである．

申請書の作成依頼を受けたものの，筆者自身はヘリテー

ジストーンのみならずIUGSに関する見識に乏しかった上，

相談があった時点で，提出期限の2024年1月末まで10日

足らずしか残されていなかった．しかしその後，竹之内氏

からヘリテージストーン小委員会事務局への提出期限延長

の申し出が了承され，糸魚川ジオパーク推進協議会事務局

員（竹之内氏，小河原孝彦氏，ブラウン・セオドア氏）や千

葉県立中央博物館の高橋直樹氏が申請書の執筆分担や英文

作成支援を申し出て下さった．また認定されれば，IUGS へ

の貢献だけでなく筑波山地域ジオパークや日本ジオパーク

ネットワークの国際的認知度の向上に繋がることが容易に

予想できた．さらにこの認定によって，これまで疎遠だっ

た筑波山地域内の石材業者と筑波山地域ジオパーク推進協

議会との間に，新たな交流機会が生まれることが期待でき

た．以上の理由から，当協議会として竹之内氏からの依頼

を引き受け，申請書の作成作業に取りかかった．

３．申請書の概要と認定まで

ICG は一年を通じて申請書の受付を行っており，春と秋

の 2 回，HSS が申請書に基づく審査を実施している．同

組織ホームページ（https://iugs-geoheritage.org/selection-

process-stones/　閲覧日：2025 年 4 月 15 日）によると，

ヘリテージストーンに認定されるためには，①国際的に流

通している，②象徴的な建造物や遺跡で使用されている，

③地域の伝統的な建造物に使用されている，④国際的な価

値のある岩石学的特徴や外観を備えている，という条件の

うち1つ以上を満たす必要がある．HSS事務局に提出する

申請書では，あらかじめ指定された以下の 5章に従って記

述することで，認定申請する天然石材が前述の条件を満た

していることを証明しなければならない．

第 1章　一般的特徴と地質学的特徴
1. 石材の正式名称

2. 層位学的または地質学的名称

3. その他の名称（通称や商業的名称など）

4. 分布域（石材の地理的分布範囲が示された地図）

5. 採石場の位置と過去・現在における採石状況

6. 地質年代と形成環境

（堆積盆地・褶曲帯，地殻変動領域や火成活動など，多

様な地質学的観点での石材の詳細）

7. �IUGS ヘリテージストーンの定義に基づく岩石学的名

称や解説

（�色，美観，自然での多様性，鉱物学的・地球化学的な

組成を含む）

第 2章　建築上の性質
1. 岩石物性

（吸水率，比重，空隙率，機械的挙動，塩の結晶化など）

2. 適合性及び建築用途

（�建築用・彫刻用材，屋根材，モニュメント，研磨・装

飾用途，技術製品など）

第 3章　IUGS の認識や国際的重要性に関する議論
1. �国際的普及や使用例（特に重要な歴史的建築物・記念

碑への使用，国際的流通ルート，地理的使用地域）

2. �象徴的建造物や遺跡（石材の利用が建造物の主要な特

徴をどう形成したか）

3. �伝統的建築（文化や社会，有名な建築の発展において，

石材が国際的に重要な役割を果たしたか）

4. �独自性（国際的評価が高い石材の岩石学的特徴や外観

上の特徴）

5. �追加的論拠（石材の国際的重要性に関する上記以外の

補足説明）

第 4章　書誌と文書
1. �石材に関連する主要な文献（学術論文や書籍，一般的

な文献）

2. 画像（歴史的写真や線画など，掲載用画像）

3. 関連ウェブサイト

第 5章　その他の関連事項（ジオパークや地質学的サイ
トとの関連など）

申請書の第 1章と第 2章において，『筑波山塊の花崗岩』

の石材としての名称，丁場（写真 1，2）での石材の切り出

し方法などの記述は，筑波山塊周辺にある 3つの石材組合

（羽黒石材商工業協同組合・稲田石材商工業協同組合・真壁

石材協同組合）の各ホームページやパンフレットを基に作

成した．次に，地質学的名称や岩石学的特徴については，

主に地質調査所（現在の産業技術総合研究所地質調査総合

センター）が発行した 5 万分の 1 地質図幅「真壁」（宮崎ほ

か，1996）や高橋ほか（2011）に基づき，筑波山塊を代表

する 3 つの花崗岩（稲田花崗岩・加波山花崗岩・筑波花崗

岩）の特徴を簡単に記述した．また，それらの形成年代や

成因，国内他地域との対比については，最新の知見を引用

した（Koike and Tsutsumi, 2018；Wang et al. , 2022）．ま

た，岩石物性については，現在も採石が行われている稲田

石（稲田花崗岩）と真壁石（加波山花崗岩）に関する文献（岡

田ほか，1954；大久保ほか，1992；工藤・佐野，1993；

山田ほか，2005；Yu and Oguchi, 2010）を基に記述した．
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申請書の核となる第 3章の記述は，地域に暮らす人々と

石材との関わりの歴史を，主な関連文献（小林，1985；笹

田，1991；千葉，2008；長，2012，2015；乾，2012；

岡田ほか，2016；川俣，2017 など）に基づき 4 つの時代

に分けて，以下に示すような内容を記述した．奈良時代以

降，仏教の伝来と共に『筑波山塊の花崗岩』でできた巨石や

奇岩（写真 3，4）は，山岳信仰の対象や修験の場として活

用されてきた．鎌倉時代，筑波山塊南部に高度な石材加工

技術が伝来すると，花崗岩を用いた石造物（写真 5，6）づく

りが盛んになり，江戸時代にはこの地域の地場産業の 1つ

で，現在国の伝統的工芸品に指定されている『真壁石燈籠』

が誕生した（写真 7）．明治時代には，地質調査によってこ

の地域の花崗岩が良質の石材（特に建材）として認識され，

JR 水戸線に代表される鉄道網の整備が進んだことで（第 1

図），それらの花崗岩が国宝の迎賓館赤坂離宮（写真 8）や国

指定重要文化財の日本橋（写真 9）を始め，東京の名だたる

近代西洋建築に多く用いられた．さらにこれらの石材は，

建造物だけでなく都電の敷石などにも利用され，関東大震

災や第二次世界大戦からの復興，そしてオイルショック後

の日本の高度成長を支えた．

写真 1　石切山脈とよばれる稲田花崗岩（稲田石）の採石場跡．

写真 2　加波山花崗岩（真壁石）の採石場．

写真 3　�加波山頂にある三尊石（信仰対象となっている加波山花崗岩
の巨石）．

写真 4　筑波山南麓の白滝で見られる筑波花崗岩．
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過去 10 年にわたる筑波山地域ジオパーク推進協議会の

活動によって，第 4 章で必要だった引用文献・関連ウェ

ブページの一覧はほぼ完成していた．また，山岳信仰の歴

史を今に伝える巨石や奇岩，国または県指定文化財に指定

されている石造物や建造物，稼働中の採石場や博物館など

の展示物の画像もほぼ全て手元にあった．したがって，本

章の執筆に必要な情報収集の手間はほとんどかからなかっ

た．しかし，引用文献の多くが日本語文献だったため，そ

れらの英文要旨の作成には時間と労力を費やした．

第 5章では，まず『筑波山塊の花崗岩』が筑波山地域ジオ

パークを代表する地質遺産に位置付けられ，それらを紹介

第 1図　石材業とともに発展した筑波山塊周辺の鉄道網．

写真 5　加波山花崗岩（真壁石）で作られた五輪塔（桜川市遍照院）．

写真 6　筑波花崗岩で作られた石造燈籠（つくば市長久寺）．

する地質学的サイトが複数設定されていること，つくばジ

オミュージアムや地質標本館（共に茨城県つくば市），石の

百年館（同県笠間市）やミュージアムパーク茨城県自然博物

館（同県坂東市）に，それらの地球科学的・文化的価値を紹

介するための常設展示があることを記述した．次に，この

地域での石材活用の歴史が地域社会の形成に及ぼした影響

写真 7　真壁石で作られる真壁石燈籠．
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を紹介した．例えば，国の伝統的工芸品である真壁石燈籠

は，今も十数名の伝統工芸士がその技術・技法を継承して

いることや，この地域の花崗岩の採石・加工などに携わる

事業者が 3つの石材組合を作り，それらを統括する茨城県

石材業協同組合連合会を組織することで，花崗岩の計画的

な採石・加工技術の承継に取り組んでいることを記述した．

また，石彫家の浅賀正治氏が，地域の子供たちに石に触れ

る楽しさを伝える活動や，石彫を通して世界平和を訴える

ための国際交流の軌跡を紹介した．さらに，石材の需要低

下，外国産石材の輸入増加，従業員の高齢化と後継者不足

などによる本地域の石材産業の衰退（熊坂，2010）にも言

及し，日本の石材業界が抱える課題と今後の天然石材の供

給体制の脆弱さを訴えた．

2024 年 2 月 17 日，今回の申請書作成に携わった 5 名

（筆者，竹之内氏，小河原氏，高橋氏，ブラウン氏）連名の

もと『稲田石・真壁石』の名称で申請書を提出した．その 2

日後，HSS 事務局から「石材の名称がローカルすぎるので，

両者を含んだ別の名称で提出することを検討してほしい」

との依頼があったため，筆者らで再検討し，稲田石・真壁

石の両石材を含む『筑波山塊の花崗岩』の名称で再申請した

結果，3 月 1 日に同事務局から申請書の受理と査読開始の

連絡があった．またその1週間後に，「認定が決まった時に

備え，8 月末出版予定の IUGS ヘリテージストーン単行本

掲載用の原稿執筆と掲載写真の準備を進めてほしい」との

依頼があったため，それらを準備して 3 月末に送付した．

さらに 5月末には，「IUGS ヘリテージストーンウェブサイ

ト掲載用の原稿と写真を送ってほしい」との再依頼があり，

6月初旬にそれらをまとめて提出した．

2024 年 7 月 7 日，同年 7 月 6 日付で『筑波山塊の花崗

岩』のヘリテージストーン内定通知書が届き，そこで初め

て前年度秋の審査で計 13 件が認定されたことを知った．

また，ちょうどその頃，認定された計 55 件のヘリテージ

ストーンを紹介した単行本が8月下旬に釜山で開催予定の

万国地質学会議（IGC）のヘリテージストーンセッションで

紹介されること，それに合わせて国内 IUGS 分科会または

日本地質学会が本件のプレスリリースを行う予定であるこ

とを国内 IUGS 分科会委員から伺った．一方，7 月下旬に

HSS 事務局から，『筑波山塊の花崗岩』の石材見本を作成・

提出してほしいとの依頼があった．そのため，稲田石材商

工業協同組合と真壁石材協同組合の両組合に 15 cm 四方

で厚さ1 cmほどの稲田石と真壁石のスラブ作製を依頼し，

完成したものをHSS 事務局宛に発送した．

2024 年 8 月上旬，本認定のプレスリリースに際してヘ

リテージストーンの和訳名称をどうするかの問合せが国

内 IUGS 分科会委員からあった．関係者間で議論した結果

『天然石材遺産』とすることが決定し，8 月 26 日付で日本

地質学会からプレスリリースが行われた．しかし，そこで

はIUGSが並行して実施していた別の事業『IUGS Geological 

Heritage Sites（IUGS 地質遺産サイト）』で，平成新山（長崎

県）と喜界島（鹿児島県）が認定されたことが大きく紹介さ

れ，『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定に関す

る詳細な記述はほとんどなかった．そのため，別途つくば

市（筑波山地域ジオパーク推進協議会）から，9 月 2 日に

『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定についての

プレスリリースを行った．9 月 4 日に日本経済新聞が紙面

と電子版の両方で本認定を紹介すると，その後日本工業経

済新聞（9/11），朝日新聞（9/13），読売新聞（9/14），月刊

石材（9/15 と 11/15），日本石材工業新聞（10/5）や東京

写真 8　真壁石が用いられている迎賓館赤坂離宮． 写真 9　真壁石・稲田石の両方が用いられている日本橋．
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新聞（10/27）が，本認定申請の目的と経緯や認定がもたら

す効果などを紙面や電子版で詳しく紹介した．そして 10

月 29 日，ついに公式なヘリテージストーン認定証の PDF

ファイルがHSS 事務局から届いた（写真 10）．

４．認定後の地域社会の反応

『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定申請と

認定によって，筑波山地域ジオパーク推進協議会と同地域

内の3つの石材組合との交流が復活した．筑波山地域ジオ

パーク協議会は，筑波山塊を共有する 6 市（石岡市・笠間

市・つくば市・桜川市・土浦市・かすみがうら市）のエリ

アで日本ジオパーク新規認定を目指し，2014 年 3 月にそ

の認定申請書を日本ジオパーク委員会（JGC）に提出し，同

年 7月に現地審査を受けた．しかし，①一般に分かりにく

いテーマ設定，②ジオパークの理念に対する関係者の理解

不足，③事務局運営体制の脆弱さや④ボトムアップ型の組

織体制の整備不足などを理由に，JGC から同年 8月に認定

見送りを告げられた．特に②では，稼働中の花崗岩採石場

やオフロードバイクレース場内の露頭をジオサイトに選定

していたことが問題視され，『筑波山塊の花崗岩』が有限の

天然資源であり，ジオパークの枠組で保全すべき地質遺産

であるという意識が低いという厳しい評価を受けた．これ

をきっかけに，筑波山地域の日本ジオパーク認定が石材業

界の追い風になることを期待していた各石材組合と，そも

そもジオパークの理念や枠組への理解が足りなかった協議

会との関係が希薄になり，筑波山地域が 2016 年 9月に日

本ジオパークに新規認定され，2021 年 2 月に再認定を受

けた後も，その関係性が変わることはなかった．

一方，JGC によるジオパークの審査においては，ジオ

パーク活動の主体となる団体が，地質遺産の保全を含む地

域の課題解決に向けて多様なステークホルダーと対話して

いる姿勢を，審査時に前向きに評価する動きが出てきた．

まさに今回の申請と認定は，国際的に高く評価された『筑

波山塊の花崗岩』を地域の人々が誇りに思うとともに，そ

の有限な天然資源を枯渇させることなく，持続可能な形で

活用していく方法を石材業者と共に考えるきっかけとなっ

た．実際に，この取組は 2024 年 11 月に行われた 2 回目

の再認定審査でも評価され，2025 年 2 月，JGC から 2 回

目の日本ジオパーク再認定が通知された．

『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定を複数

のメディアが継続的に紹介してくれたことで，石材業者を

含む多くの地域住民が今まで以上に筑波山地域ジオパーク

に関心を寄せてくれるようになった．その最たる例は，茨

城県石材業協同組合連合会が2024年11月2日～4日に開

催した『いばらきストーンフェスティバル 2024』で，同連

合会事務局と筑波山地域ジオパーク推進協議会が筑波山地

域ジオパークとヘリテージストーンを PR する共同ブース

を出展したことである．このイベントは，茨城県内の石材

産業の振興と石の多様な魅力を広めることを目的に 1998

年から開催されているが，これまで筑波山地域ジオパー

ク推進協議会ブースが出展されたことは一度もなかった．

今回 25 回目の実施となったこのイベントは，開催直前に

NHK が全国・首都圏・茨城の 3 つの放映枠で紹介してく

れたこともあり，例年以上に多くの人々が会場を訪れた．

また，このイベントでの展示パネルや展示物がきっかけと

なり，2025 年 1 月 15 日～ 3 月 2 日に産総研地質標本館

が『祝認定！ヘリテージストーン天然石材遺産－筑波山塊

の花崗岩－』と題した企画展を実施した．その後，筑波山

地域ジオパーク推進協議会でも，3月22日に講演会『世界

を代表する天然石材遺産に認定された筑波山塊の花崗岩と

は』を実施し，会場となった笠間地域交流センターともべ

には，100 名を超える人々が訪れた．こうして『筑波山塊

の花崗岩』のヘリテージストーン認定は，筑波山地域のみ

ならず全国的に注目されるトピックとなった．

５．世界を代表する 5 5のヘリテージストーン

2017 年～ 2024 年に認定された 55 件のヘリテージス

トーンは，現在 IUGS-ICG のホームページ（https://iugs-

geoheritage.org/selection-process-stones/　閲覧日：2025

年 4 月 15 日）や，IUGS 発行の単行本『The First 55 IUGS 

Heritage Stones』で紹介されている（IUGS, 2024）．これら

の情報を簡単にまとめたものが第1表である．その内訳を

An IUGS Heritage Stone 
is an IUGS designated 
natural stone that has 
been used in significant 
architecture and 
monuments, recognized 
as integral aspects of 
human culture.
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写真 10　『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定証．
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石

変
成
岩

大
理
石

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
～
オ
ル
ド
ビ
ス
紀
？

ポ
ル
ト
ガ
ル

ペ
レ
ル
マ
ン

 パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

 ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
）・
各
種
彫
刻
な
ど

20
17

31
34

Fa
co

id
al

 G
ne

is
s

フ
ァ
コ
イ
ダ
ル
片
麻
岩

変
成
岩

片
麻
岩

新
原
生
代

ブ
ラ
ジ
ル

ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

20
24

32
35

G
er

m
an

 R
oo

fin
g 

Sl
at

e
ド
イ
ツ
産
屋
根
用
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
～
石
炭
紀
前
期

ド
イ
ツ

マ
ル
ク
ス
ブ
ル
グ
城
な
ど

20
24

33
12

H
al

la
nd

ia
 G

ne
is

s
ハ
ッ
ラ
ン
ド
地
方
の
片
麻
岩

変
成
岩

片
麻
岩

原
生
代

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ノ
ル
ブ
ロ
ー
（ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
北
橋
）な

ど
20

17

34
36

H
im

ac
ha

l S
la

te
ヒ
マ
チ
ャ
ー
ル
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

原
生
代

イ
ン
ド

ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ン
寺
院
な
ど

20
24

35
44

In
di

an
 C

ha
rn

oc
ki

te
イ
ン
ド
産
チ
ャ
ー
ノ
カ
イ
ト

変
成
岩

チ
ャ
ー
ノ
カ
イ
ト

新
原
生
代

イ
ン
ド

ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ナ
ン
ダ
岩
記
念
堂
な
ど

20
24

36
15

Ko
lm

år
de

n 
(S

er
pe

nt
in

e)
 M

ar
bl

e
コ
ー
ル
モ
ー
デ
ン
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

原
生
代

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ウ
プ
サ
ラ
大
学
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
な
ど

20
19

37
38

Lu
go

 G
re

en
 P

hy
llit

e
ル
ー
ゴ
の
緑
色
千
枚
岩

変
成
岩

千
枚
岩

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀

ス
ペ
イ
ン

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
（静

岡
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）な

ど
20

24

38
32

(W
hi

te
) M

ac
ae

l M
ar

bl
e

マ
カ
エ
ル
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

中
生
代
三
畳
紀

ス
ペ
イ
ン

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿

な
ど

20
19

39
19

M
ak

ra
na

 M
ar

bl
e

マ
ク
ラ
ナ
の
大
理
石

変
成
岩

石
灰
岩

原
生
代

イ
ン
ド

タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
・赤

い
城
（レ

ッ
ド
フ
ォ
ー
ト
建
造
物
群
）な

ど
20

19

40
42

Va
le

nt
ia

 S
la

te
バ
レ
ン
テ
ィ
ア
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
中
期

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

墓
石
や
敷
石
な
ど

20
24

41
31

W
el

sh
 S

la
te

ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀

イ
ギ
リ
ス

デ
ィ
ザ
リ
ン
ト
ン
・フ

ラ
ッ
ク
ス
・ミ

ル
（デ

ィ
ザ
リ
ン
ト
ン
亜
麻
工
場
）な

ど
20

19

42
1

Al
pe

dr
et

e 
G

ra
ni

te
ア
ル
ペ
ド
レ
テ
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

古
生
代

ス
ペ
イ
ン

マ
ド
リ
ー
ド
王
宮

・プ
ラ
ド
美
術
館
な
ど

20
19

43
8

D
ec

ca
n 

Ba
sa

lt
デ
カ
ン
高
原
の
玄
武
岩

火
成
岩

玄
武
岩

中
生
代
白
亜
紀
後
期
～
古
第
三
紀

イ
ン
ド

セ
ン
ト
ザ
ビ
エ
ル
大
学
・ア

ジ
ャ
ン
ダ
洞
窟
の
フ
ラ
ス
コ
画
な
ど

20
22

44
45

Id
de

fjo
rd

 g
ra

ni
te

ア
イ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

新
原
生
代

ノ
ル
ウ
ェ
ー

フ
ロ
グ
ネ
ル
公
園
（ヴ

ィ
ー
ゲ
ラ
ン
彫
刻
公
園
）な

ど
20

24

45
47

La
lib

el
a 

Ba
sa

lti
c 

Sc
or

ia
ラ
リ
ベ
ラ
の
玄
武
岩
質
ス
コ
リ
ア

火
成
岩

玄
武
岩
質
ス
コ
リ
ア

古
第
三
紀
漸
新
世
～
新
第
三
紀
中
新
世

エ
チ
オ
ピ
ア

ギ
ヨ
ル
ギ
ス
教
会
（ラ

リ
ベ
ラ
の
岩
窟
教
会
群
）な

ど
20

24

46
16

La
rv

ik
ite

ラ
ル
ビ
カ
イ
ト

火
成
岩

モ
ン
ゾ
ニ
岩

古
生
代
石
炭
紀
～
ペ
ル
ム
紀

ノ
ル
ウ
ェ
ー

旧
ノ
ル
ウ
ェ
ー
銀
行
本
社
・オ

ス
ロ
大
学
図
書
館
な
ど

20
17

47
39

M
al

m
sb

ur
y 

Bl
ue

st
on

e
マ
ル
ム
ズ
ベ
リ
ー
の
青
色
岩

火
成
岩

玄
武
岩

新
第
三
紀
鮮
新
世

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
大
聖
堂
・マ

ル
ム
ズ
ベ
リ
ー
駅
な
ど

20
24

48
48

Po
rto

 G
ra

ni
te

ポ
ル
ト
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

中
生
代
以
前

ポ
ル
ト
ガ
ル

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ィ
ー
ナ
城
壁
な
ど

20
24

49
25

R
oc

hl
itz

 P
or

ph
yr

y 
Tu

ff
ロ
ッ
ホ
リ
ッ
ツ
の
珪
岩
質
凝
灰
岩

火
成
岩

溶
結
凝
灰
岩

古
生
代
ペ
ル
ム
紀

ド
イ
ツ

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
旧
市
庁
舎
・聖

ト
ー
マ
ス
教
会
な
ど

20
22

50
26

R
os

a 
Be

ta
 G

ra
ni

te
ロ
ー
ザ
ベ
ー
タ
の
花
崗
岩

火
成
岩

石
英
質
モ
ン
ゾ
ニ
岩

古
生
代
石
炭
紀
後
期
～
ペ
ル
ム
紀
前
期

イ
タ
リ
ア

ロ
ー
マ
の
石

畳
、

Li
 L

ol
gh

（古
代
墓
石
）な

ど
20

19

51
50

Sa
rd

in
ia

n 
ba

sa
lt

サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
の
玄
武
岩

火
成
岩

玄
武
岩
～
安
山
岩
質
玄
武
岩

新
第
三
紀
鮮
新
世
～
更
新
世

イ
タ
リ
ア

ス
ー
ヌ
ラ
ク
シ
（サ

ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
バ
ル
ー
ミ
ニ
）な

ど
20

24

52
28

Te
zo

an
tla

 W
hi

te
 T

uf
f

テ
ソ
ア
ン
ト
ラ
の
白
色
凝
灰
岩

火
成
岩

凝
灰
岩

新
第
三
紀
中
新
世

メ
キ
シ
コ

パ
チ
ュ
ー
カ
独
立
広
場
の
時
計
台
な
ど

20
22

53
51

Te
zo

nt
le

 v
ol

ca
ni

c 
sc

or
ia

テ
ゾ
ン
ト
ル
火
山
性
ス
コ
リ
ア

火
成
岩

玄
武
岩
～
玄
武
岩
質

-安
山
岩
質

ス
コ
リ
ア

新
第
三
紀
鮮
新
世
～
完
新
世

メ
キ
シ
コ

月
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（テ

オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
遺
跡
）な

ど
20

24

54
53

Ts
uk

ub
a 

M
as

si
f G

ra
ni

te
筑
波
山
塊
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

中
生
代
白
亜
紀
後
期
～
古
第
三
紀

日
本

迎
賓
館
・日

本
橋
な
ど

20
24

55
52

Vi
ro

la
ht

i P
yt

er
lit

e
ヴ
ィ
ロ
ラ
ハ
テ
ィ
の
ピ
テ
ル
ラ
イ
ト

火
成
岩

花
崗
岩
（ラ

パ
キ
ビ
花
崗
岩
・

ピ
テ
ル
ラ
イ
ト
）

中
原
生
代
、
先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
円
柱
（サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
宮
殿
広
場
）な

ど
20

24

※
太

字
表

記
は

世
界

文
化

遺
産

に
認

定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示

す

第
1
表
　
世
界
を
代
表
す
る
55
件
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ス
ト
ー
ン（
天
然
石
材
遺
産
）一
覧
．
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単
行
本

掲
載
順

ウ
ェ
ブ

掲
載
順

名
称

（※
カ
ッ
コ
内
は
単
行
本
で
の
表
記
名
）

名
称
（和

訳
）

岩
石
名

（大
分
類
）

岩
石
名

（小
分
類
）

形
成
年
代

産
出
国

主
な
用
途
・建

築
物

認
定
年

1
46

An
çã

 L
im

es
to

ne
ア
ン
サ
ン
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
期

ポ
ル
ト
ガ
ル

ブ
サ
コ
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
・マ

シ
ャ
ー
ド

 デ
 カ

ス
ト
ロ
美
術
館
な
ど

20
22

2
4

Ba
th

 S
to

ne
バ
ー
ス
石

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
期

イ
ギ
リ
ス

ロ
イ
ヤ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
・バ

ー
ス
寺
院
な
ど

20
19

3
33

Be
lg

ia
n 

bl
ac

k 
m

ar
bl

es
ベ
ル
ギ
ー
産
黒
色
大
理
石

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
後
期
～
石
炭
紀
前
期

ベ
ル
ギ
ー

貴
石
加
工
美
術
館
（イ

タ
リ
ア
）・
墓
石
な
ど

20
24

4
20

(B
el

gi
an

 B
lu

st
on

e)
 P

et
it 

G
ra

ni
t

-P
ie

rre
 B

le
ue

 d
e 

Be
lg

iq
ue

-
（ベ

ル
ギ
ー
産
青
色
岩
）

プ
テ
ィ
・グ

ラ
ニ
ッ
ト

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
石
炭
紀

ベ
ル
ギ
ー

サ
ン
カ
ン
ト
ネ
ー
ル
門
（凱

旋
門
）・
パ
ン
テ
オ
ン
（フ

ラ
ン
ス
）な

ど
20

17

5
3

Br
ec

ha
 d

a 
Ar

ra
bi

da
ア
ラ
ー
ビ
ラ
の
角
礫
岩

堆
積
岩

石
灰
岩
（石

灰
質
角
礫
岩
）

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期

ポ
ル
ト
ガ
ル

ボ
ン
・ジ

ェ
ズ
ス
教
会

な
ど

20
22

6
43

D
en

iz
li 

Tr
av

er
tin

e
デ
ニ
ズ
リ
の

ト
ラ
バ
ー
チ
ン

堆
積
岩

石
灰
岩
（ト

ラ
バ
ー
チ
ン
）

第
四
紀

ト
ル
コ

ト
リ
ポ
リ
旧
市
街
（レ

プ
テ
ィ
ス
・マ

グ
ナ
遺
跡
）・
ラ
オ
デ
ィ
ケ
リ
ア
遺
跡
な
ど

20
24

7
9

Éc
ha

illo
n 

St
on

e
エ
シ
ャ
リ
オ
ン
石

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期
～
白
亜
紀
前
期

フ
ラ
ン
ス

ラ
・ダ

ン
ス
（オ

ペ
ラ
座
ガ
ル
ニ
エ
宮
）な

ど
20

22

8
11

G
lo

bi
ge

rin
a 

Li
m

es
to

ne
グ
ロ
ビ
ゲ
リ
ナ
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

新
第
三
紀
中
新
世

マ
ル
タ

マ
ル
タ
島
内
の
各
種
石
造
物

20
19

9
13

Ja
co

bs
vi

lle
 S

an
ds

to
ne

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
ビ
ル
の
砂
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

新
原
生
代

ア
メ
リ
カ

東
北
ア
メ
リ
カ
の
各
種
石
造
建
築

20
19

10
14

Ja
is

al
m

er
 L

im
es

to
ne

ジ
ャ
イ
サ
ル
メ
ー
ル
の
石
灰

岩
堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
～
後
期

イ
ン
ド

ジ
ャ
イ
サ
ル
メ
ー
ル
の
装
飾
建
築
な
ど

20
22

11
37

(J
ur

a 
M

ar
bl

e 
Li

m
es

to
ne

）
Li

m
es

to
ne

 J
ur

am
ar

m
or

ジ
ュ
ラ
マ
ル
モ
ル
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期

ド
イ
ツ

マ
リ
テ
ィ
ム
ホ
テ
ル
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
な
ど

20
24

12
17

Le
de

 S
to

ne
レ
デ
石

堆
積
岩

石
灰
岩
（砂

質
石
灰
岩
）

古
第
三
紀
始
新
世

ベ
ル
ギ
ー

ベ
ル
ギ
ー
国
内
の
各
種
建
築
物

20
19

13
18

Li
oz

 li
m

es
to

ne
リ
オ
ス
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
白
亜
紀

ポ
ル
ト
ガ
ル

ベ
レ
ン
の
塔

な
ど

20
19

14
21

Pi
ed

ra
 M

ar
 d

el
 P

la
ta

マ
ル
・デ

ル
・プ

ラ
タ
石

堆
積
岩

砂
岩

（オ
ル
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
）

古
生
代
初
期

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

マ
ル
・デ

ル
・プ

ラ
タ
市
内
の
各
種
建
築
物

20
19

15
22

Pi
et

ra
 S

er
en

a
セ
リ
ー
ナ
石

堆
積
岩

砂
岩
（石

灰
質
砂
岩
）

古
第
三
紀
漸
新
世
後
期
～
新
第
三
紀
中
新
世
前
期

イ
タ
リ
ア

ロ
ジ
ア
ト

 デ
イ

 サ
ー
ヴ
ィ
テ
ィ

 ホ
テ
ル
・ラ

ウ
レ
ン
ツ
ィ
ア
ー
ナ
図
書
館
階
段
室
な
ど

20
19

16
23

Po
dp

eč
 L

im
es

to
ne

ポ
ペ
ッ
ク
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
前
期

ス
ロ
ベ
ニ
ア

ス
ロ
ベ
ニ
ア
国
立
大
学
図
書
館
な
ど

20
17

17
24

Po
rtl

an
d 

Li
m

es
to

ne
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期

イ
ギ
リ
ス

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
大
聖
堂
な
ど

20
17

18
49

R
ad

ko
w

 s
an

ds
to

ne
ラ
ト
ク
フ
の
砂
岩

堆
積
岩

砂
岩

中
生
代
白
亜
紀
前
後
期

ポ
ー
ラ
ン
ド

ク
ロ
ブ
リ
ー
堤
防
・サ

ン
ス
ー
シ
公
園
の
柱
廟
（ド

イ
ツ
）な

ど
20

24

19
40

(R
ed

 E
re

ño
) R

oj
o 

Er
eñ

o
ロ
ジ
ョ
エ
レ
ノ
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
白
亜
紀
前
期

ス
ペ
イ
ン

エ
ウ
ス
カ
ル
ヘ
リ
ア
博
物
館
・ビ

ラ
ボ
市
役
所
ホ
ー
ル
な
ど

20
24

20
41

So
ln

ho
fe

n 
Li

m
es

to
ne

ゾ
ル
ン
ホ
ー
ヘ
ン
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期

ド
イ
ツ

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
館
（レ

ジ
デ
ン
ツ
）の

敷
石
・各

種
石
板
な
ど

20
24

21
27

Te
nn

es
se

e 
M

ar
bl

e
テ
ネ
シ
ー
の
大
理
石

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
オ
ル
ド
ビ
ス
紀
中
期

ア
メ
リ
カ

ラ
ム
ジ
ー
ハ
ウ
ス
・ジ

ョ
ン
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

20
19

22
29

Ty
nd

al
l S

to
ne

テ
ィ
ン
ダ
ル
石

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
オ
ル
ド
ビ
ス
紀

カ
ナ
ダ

マ
ニ
ト
バ
州
議
事
堂
・サ

ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
大
学
学
生
寮
な
ど

20
22

23
30

Vi
lla

m
ay

or
 S

to
ne

ビ
ジ
ャ
マ
ヨ
ー
ル
石
（黄

金
石
）

堆
積
岩

砂
岩

古
第
三
紀
始
新
世
中
期

ス
ペ
イ
ン

サ
ラ
マ
ン
カ
新
大
聖
堂
（サ

ラ
マ
ン
カ
の
旧
市
街
）な

ど
20

17

24
55

W
es

te
rn

 G
ha

ts
 L

at
er

ite
西
ガ
ー
ツ
山
脈
の
ラ
テ
ラ
イ
ト

堆
積
岩

ラ
テ
ラ
イ
ト

不
明
（デ

カ
ン
高
原
の
玄
武
岩
の
風
化
土
壌
）

イ
ン
ド

聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
教
会
・聖

カ
サ
リ
ナ
聖
堂
（ゴ

ア
の
教
会
群
）な

ど
20

24

25
54

Af
yo

n 
M

ar
bl

e
ア
フ
ヨ
ン
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

古
生
代

ト
ル
コ

ケ
ル
ス
ス
図
書
館
（エ

フ
ェ
ソ
ス
遺
跡
）な

ど
20

24

26
2

Al
w

ar
 Q

ua
rtz

ite
ア
ル
ワ
ル
の
珪
岩

変
成
岩

珪
岩

原
生
代

イ
ン
ド

バ
ン
ガ
ル
フ
ォ
ー
ト
・イ

ー
サ
ハ
ー
ン
の
墓
（フ

マ
ユ
ー
ン
廟
）な

ど
20

22

27
5

Be
rn

ar
do

s 
Ph

yl
lit

e
ベ
ル
ナ
ル
ド
ス
の
千
枚
岩

変
成
岩

千
枚
岩

先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代
～
古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
前
期

ス
ペ
イ
ン

エ
ル
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
・ア

ル
カ
サ
ル
（軍

事
博
物
館
）な

ど
20

22

28
6

C
ar

ra
ra

 M
ar

bl
e

カ
ラ
ー
ラ
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

中
生
代
三
畳
紀
中
・後

期
～
ジ
ュ
ラ
紀
前
期

イ
タ
リ
ア

ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
の
ダ
ビ
デ
像
な
ど

20
17

29
7

C
on

ne
m

ar
a 

M
ar

bl
e

カ
ネ
マ
ラ
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

新
原
生
代
～
古
生
代
オ
ル
ド
ビ
ス
紀

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
自
然
史
博
物
館
（ロ

ン
ド
ン
）・
ロ
ン
ド
ン
自
然
史
博
物
館
な
ど

20
22

30
10

Es
tre

m
oz

 M
ar

bl
e

ア
ス
ト
レ
モ
ス
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
～
オ
ル
ド
ビ
ス
紀
？

ポ
ル
ト
ガ
ル

ペ
レ
ル
マ
ン

 パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

 ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
）・
各
種
彫
刻
な
ど

20
17

31
34

Fa
co

id
al

 G
ne

is
s

フ
ァ
コ
イ
ダ
ル
片
麻
岩

変
成
岩

片
麻
岩

新
原
生
代

ブ
ラ
ジ
ル

ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

20
24

32
35

G
er

m
an

 R
oo

fin
g 

Sl
at

e
ド
イ
ツ
産
屋
根
用
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
～
石
炭
紀
前
期

ド
イ
ツ

マ
ル
ク
ス
ブ
ル
グ
城
な
ど

20
24

33
12

H
al

la
nd

ia
 G

ne
is

s
ハ
ッ
ラ
ン
ド
地
方
の
片
麻
岩

変
成
岩

片
麻
岩

原
生
代

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ノ
ル
ブ
ロ
ー
（ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
北
橋
）な

ど
20

17

34
36

H
im

ac
ha

l S
la

te
ヒ
マ
チ
ャ
ー
ル
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

原
生
代

イ
ン
ド

ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ン
寺
院
な
ど

20
24

35
44

In
di

an
 C

ha
rn

oc
ki

te
イ
ン
ド
産
チ
ャ
ー
ノ
カ
イ
ト

変
成
岩

チ
ャ
ー
ノ
カ
イ
ト

新
原
生
代

イ
ン
ド

ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ナ
ン
ダ
岩
記
念
堂
な
ど

20
24

36
15

Ko
lm

år
de

n 
(S

er
pe

nt
in

e)
 M

ar
bl

e
コ
ー
ル
モ
ー
デ
ン
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

原
生
代

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ウ
プ
サ
ラ
大
学
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
な
ど

20
19

37
38

Lu
go

 G
re

en
 P

hy
llit

e
ル
ー
ゴ
の
緑
色
千
枚
岩

変
成
岩

千
枚
岩

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀

ス
ペ
イ
ン

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
（静

岡
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）な

ど
20

24

38
32

(W
hi

te
) M

ac
ae

l M
ar

bl
e

マ
カ
エ
ル
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

中
生
代
三
畳
紀

ス
ペ
イ
ン

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿

な
ど

20
19

39
19

M
ak

ra
na

 M
ar

bl
e

マ
ク
ラ
ナ
の
大
理
石

変
成
岩

石
灰
岩

原
生
代

イ
ン
ド

タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
・赤

い
城
（レ

ッ
ド
フ
ォ
ー
ト
建
造
物
群
）な

ど
20

19

40
42

Va
le

nt
ia

 S
la

te
バ
レ
ン
テ
ィ
ア
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
中
期

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

墓
石
や
敷
石
な
ど

20
24

41
31

W
el

sh
 S

la
te

ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀

イ
ギ
リ
ス

デ
ィ
ザ
リ
ン
ト
ン
・フ

ラ
ッ
ク
ス
・ミ

ル
（デ

ィ
ザ
リ
ン
ト
ン
亜
麻
工
場
）な

ど
20

19

42
1

Al
pe

dr
et

e 
G

ra
ni

te
ア
ル
ペ
ド
レ
テ
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

古
生
代

ス
ペ
イ
ン

マ
ド
リ
ー
ド
王
宮

・プ
ラ
ド
美
術
館
な
ど

20
19

43
8

D
ec

ca
n 

Ba
sa

lt
デ
カ
ン
高
原
の
玄
武
岩

火
成
岩

玄
武
岩

中
生
代
白
亜
紀
後
期
～
古
第
三
紀

イ
ン
ド

セ
ン
ト
ザ
ビ
エ
ル
大
学
・ア

ジ
ャ
ン
ダ
洞
窟
の
フ
ラ
ス
コ
画
な
ど

20
22

44
45

Id
de

fjo
rd

 g
ra

ni
te

ア
イ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

新
原
生
代

ノ
ル
ウ
ェ
ー

フ
ロ
グ
ネ
ル
公
園
（ヴ

ィ
ー
ゲ
ラ
ン
彫
刻
公
園
）な

ど
20

24

45
47

La
lib

el
a 

Ba
sa

lti
c 

Sc
or

ia
ラ
リ
ベ
ラ
の
玄
武
岩
質
ス
コ
リ
ア

火
成
岩

玄
武
岩
質
ス
コ
リ
ア

古
第
三
紀
漸
新
世
～
新
第
三
紀
中
新
世

エ
チ
オ
ピ
ア

ギ
ヨ
ル
ギ
ス
教
会
（ラ

リ
ベ
ラ
の
岩
窟
教
会
群
）な

ど
20

24

46
16

La
rv

ik
ite

ラ
ル
ビ
カ
イ
ト

火
成
岩

モ
ン
ゾ
ニ
岩

古
生
代
石
炭
紀
～
ペ
ル
ム
紀

ノ
ル
ウ
ェ
ー

旧
ノ
ル
ウ
ェ
ー
銀
行
本
社
・オ

ス
ロ
大
学
図
書
館
な
ど

20
17

47
39

M
al

m
sb

ur
y 

Bl
ue

st
on

e
マ
ル
ム
ズ
ベ
リ
ー
の
青
色
岩

火
成
岩

玄
武
岩

新
第
三
紀
鮮
新
世

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
大
聖
堂
・マ

ル
ム
ズ
ベ
リ
ー
駅
な
ど

20
24

48
48

Po
rto

 G
ra

ni
te

ポ
ル
ト
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

中
生
代
以
前

ポ
ル
ト
ガ
ル

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ィ
ー
ナ
城
壁
な
ど

20
24

49
25

R
oc

hl
itz

 P
or

ph
yr

y 
Tu

ff
ロ
ッ
ホ
リ
ッ
ツ
の
珪
岩
質
凝
灰
岩

火
成
岩

溶
結
凝
灰
岩

古
生
代
ペ
ル
ム
紀

ド
イ
ツ

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
旧
市
庁
舎
・聖

ト
ー
マ
ス
教
会
な
ど

20
22

50
26

R
os

a 
Be

ta
 G

ra
ni

te
ロ
ー
ザ
ベ
ー
タ
の
花
崗
岩

火
成
岩

石
英
質
モ
ン
ゾ
ニ
岩

古
生
代
石
炭
紀
後
期
～
ペ
ル
ム
紀
前
期

イ
タ
リ
ア

ロ
ー
マ
の
石

畳
，

Li
 L

ol
gh

（古
代
墓
石
）な

ど
20

19

51
50

Sa
rd

in
ia

n 
ba

sa
lt

サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
の
玄
武
岩

火
成
岩

玄
武
岩
～
安
山
岩
質
玄
武
岩

新
第
三
紀
鮮
新
世
～
更
新
世

イ
タ
リ
ア

ス
ー
ヌ
ラ
ク
シ
（サ

ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
バ
ル
ー
ミ
ニ
）な

ど
20

24

52
28

Te
zo

an
tla

 W
hi

te
 T

uf
f

テ
ソ
ア
ン
ト
ラ
の
白
色
凝
灰
岩

火
成
岩

凝
灰
岩

新
第
三
紀
中
新
世

メ
キ
シ
コ

パ
チ
ュ
ー
カ
独
立
広
場
の
時
計
台
な
ど

20
22

53
51

Te
zo

nt
le

 v
ol

ca
ni

c 
sc

or
ia

テ
ゾ
ン
ト
ル
火
山
性
ス
コ
リ
ア

火
成
岩

玄
武
岩
～
玄
武
岩
質

-安
山
岩
質

ス
コ
リ
ア

新
第
三
紀
鮮
新
世
～
完
新
世

メ
キ
シ
コ

月
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（テ

オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
遺
跡
）な

ど
20

24

54
53

Ts
uk

ub
a 

M
as

si
f G

ra
ni

te
筑
波
山
塊
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

中
生
代
白
亜
紀
後
期
～
古
第
三
紀

日
本

迎
賓
館
・日

本
橋
な
ど

20
24

55
52

Vi
ro

la
ht

i P
yt

er
lit

e
ヴ
ィ
ロ
ラ
ハ
テ
ィ
の
ピ
テ
ル
ラ
イ
ト

火
成
岩

花
崗
岩
（ラ

パ
キ
ビ
花
崗
岩
・

ピ
テ
ル
ラ
イ
ト
）

中
原
生
代
，
先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
円
柱
（サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
宮
殿
広
場
）な

ど
20

24

※
太

字
表

記
は

世
界

文
化

遺
産

に
認

定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示

す

単
行
本

掲
載
順

ウ
ェ
ブ

掲
載
順

名
称

（
※
カ
ッ
コ
内
は
単
行
本
で
の
表
記
名
）

名
称
（和

訳
）

岩
石
名

（
大
分
類
）

岩
石
名

（小
分
類
）

形
成
年
代

産
出
国

主
な
用
途
・建

築
物

認
定
年

1
46

An
çã

 L
im

es
to

ne
ア
ン
サ
ン
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
期

ポ
ル
ト
ガ
ル

ブ
サ
コ
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
・マ

シ
ャ
ー
ド

 デ
 カ

ス
ト
ロ
美
術
館
な
ど

20
22

2
4

Ba
th

 S
to

ne
バ
ー
ス
石

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
期

イ
ギ
リ
ス

ロ
イ
ヤ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
・バ

ー
ス
寺
院
な
ど

20
19

3
33

Be
lg

ia
n 

bl
ac

k 
m

ar
bl

es
ベ
ル
ギ
ー
産
黒
色
大
理
石

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
後
期
～
石
炭
紀
前
期

ベ
ル
ギ
ー

貴
石
加
工
美
術
館
（イ

タ
リ
ア
）・
墓
石
な
ど

20
24

4
20

(B
el

gi
an

 B
lu

st
on

e)
 P

et
it 

G
ra

ni
t

-P
ie

rre
 B

le
ue

 d
e 

Be
lg

iq
ue

-
（ベ

ル
ギ
ー
産
青
色
岩
）

プ
テ
ィ
・グ

ラ
ニ
ッ
ト

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
石
炭
紀

ベ
ル
ギ
ー

サ
ン
カ
ン
ト
ネ
ー
ル
門
（凱

旋
門
）・
パ
ン
テ
オ
ン
（フ

ラ
ン
ス
）な

ど
20

17

5
3

Br
ec

ha
 d

a 
Ar

ra
bi

da
ア
ラ
ー
ビ
ラ
の
角
礫
岩

堆
積
岩

石
灰
岩
（石

灰
質
角
礫
岩
）

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期

ポ
ル
ト
ガ
ル

ボ
ン
・ジ

ェ
ズ
ス
教
会

な
ど

20
22

6
43

D
en

iz
li 

Tr
av

er
tin

e
デ
ニ
ズ
リ
の

ト
ラ
バ
ー
チ
ン

堆
積
岩

石
灰
岩
（ト

ラ
バ
ー
チ
ン
）

第
四
紀

ト
ル
コ

ト
リ
ポ
リ
旧
市
街
（レ

プ
テ
ィ
ス
・マ

グ
ナ
遺
跡
）・
ラ
オ
デ
ィ
ケ
リ
ア
遺
跡
な
ど

20
24

7
9

Éc
ha

illo
n 

St
on

e
エ
シ
ャ
リ
オ
ン
石

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期
～
白
亜
紀
前
期

フ
ラ
ン
ス

ラ
・ダ

ン
ス
（オ

ペ
ラ
座
ガ
ル
ニ
エ
宮
）な

ど
20

22

8
11

G
lo

bi
ge

rin
a 

Li
m

es
to

ne
グ
ロ
ビ
ゲ
リ
ナ
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

新
第
三
紀
中
新
世

マ
ル
タ

マ
ル
タ
島
内
の
各
種
石
造
物

20
19

9
13

Ja
co

bs
vi

lle
 S

an
ds

to
ne

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
ビ
ル
の
砂
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

新
原
生
代

ア
メ
リ
カ

東
北
ア
メ
リ
カ
の
各
種
石
造
建
築

20
19

10
14

Ja
is

al
m

er
 L

im
es

to
ne

ジ
ャ
イ
サ
ル
メ
ー
ル
の
石
灰

岩
堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
～
後
期

イ
ン
ド

ジ
ャ
イ
サ
ル
メ
ー
ル
の
装
飾
建
築
な
ど

20
22

11
37

(J
ur

a 
M

ar
bl

e 
Li

m
es

to
ne

）
Li

m
es

to
ne

 J
ur

am
ar

m
or

ジ
ュ
ラ
マ
ル
モ
ル
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期

ド
イ
ツ

マ
リ
テ
ィ
ム
ホ
テ
ル
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
な
ど

20
24

12
17

Le
de

 S
to

ne
レ
デ
石

堆
積
岩

石
灰
岩
（砂

質
石
灰
岩
）

古
第
三
紀
始
新
世

ベ
ル
ギ
ー

ベ
ル
ギ
ー
国
内
の
各
種
建
築
物

20
19

13
18

Li
oz

 li
m

es
to

ne
リ
オ
ス
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
白
亜
紀

ポ
ル
ト
ガ
ル

ベ
レ
ン
の
塔

な
ど

20
19

14
21

Pi
ed

ra
 M

ar
 d

el
 P

la
ta

マ
ル
・デ

ル
・プ

ラ
タ
石

堆
積
岩

砂
岩

（オ
ル
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
）

古
生
代
初
期

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

マ
ル
・デ

ル
・プ

ラ
タ
市
内
の
各
種
建
築
物

20
19

15
22

Pi
et

ra
 S

er
en

a
セ
リ
ー
ナ
石

堆
積
岩

砂
岩
（石

灰
質
砂
岩
）

古
第
三
紀
漸
新
世
後
期
～
新
第
三
紀
中
新
世
前
期

イ
タ
リ
ア

ロ
ジ
ア
ト

 デ
イ

 サ
ー
ヴ
ィ
テ
ィ
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IUGS Heritage Stones と『筑波山塊の花崗岩』

岩石別に見ると，堆積岩が 24件と最も多く，その中の 17

件は石灰岩が占めている．次に多かったのは変成岩の 17

件で，特に石灰岩起源の大理石が 7 件と多い．残りの 14

件は火成岩で，うち 7件が花崗岩を含む深成岩，それ以外

の 7件が玄武岩を主体とした火山岩だった．一方，国・地

域別で見ると，最も多いのがヨーロッパ諸国の 36件で，そ

の主要国はスペイン（6 件），ポルトガル（5 件），イタリア

とドイツ（共に4件）だった．次に多いのが日本を含むアジ

ア・オセアニア諸国の 11 件で，そのうち 7 件はインドが

占め，残りは南北アメリカ諸国の 7 件とアフリカ諸国の 1

件だった．以上の結果から，今回認定されたヘリテージス

トーンの多くはヨーロッパ諸国に偏っており，結果として，

これらの地域の建造物や彫刻でよく用いられる石灰岩や大

理石が多く認定されていることがわかる．

今回認定されたヘリテージストーンの特徴で特筆すべき

ことは，インドのタージマハルに使われている『マクラナ

の大理石』，スペインのマドリード王宮に使われている『ア

ルペドレテの花崗岩』，メキシコの月のピラミッドに使わ

れている『テゾントル火山性スコリア』など，計 20 件のヘ

リテージストーンが，世界文化遺産認定の建造物で用いら

れている天然石材であることである．今回認定された天然

石材の種類や産地に偏りがあるものの，これらの石材と共

に『筑波山塊の花崗岩』がヘリテージストーンに認定された

ことは大変光栄なことである．今回，IUGS-ICG のホーム

ページや単行本を通じてヘリテージストーンが広く周知さ

れたことで，今後さらに世界各国からの申請・認定が増え

ることが予想される．『筑波山塊の花崗岩』と同様，日本各

地には様々な地質学的背景と文化的活用の歴史を持った天

然石材が数多く存在している．国際社会の様々な分野にお

いて日本の存在感が薄れている昨今，国内から新たなヘリ

テージストーンが生まれることを願わずにはいられない．

６．おわりに

筑波山地域ジオパーク推進協議会では，本地域を代表す

る地質遺産の1つである『筑波山塊の花崗岩』の持続可能な

保全に向けて，その保全計画を立てる必要がある．それと

同時に，この地質遺産が育んできた『石のまち・石匠のま

ち』としての歴史や文化，産業を分かりやすく発信すること

で，地域住民，NPOや企業など多様な主体，本地域への郷

土愛やシビックプライドの醸成に繋げたいと考えている．

一方，3 つの石材組合やその連合会では，この地域の石材

産業の振興と発展，後継者の育成と技術の承継が大きな課

題となっている．これまでジオパークと石材産業は，地域

資源の保全と開発の観点から相容れないものと考えられて

きた（乾，2019）．しかし，有限の天然資源である花崗岩が

枯渇することや，地場産業としてこの地域の歴史や文化の

形成に大きく貢献してきた石材産業とその技術が途絶える

ことは，両者にとって望ましくないことである．よってこ

れからは，筑波山地域ジオパーク推進協議会と 3つの各石

材組合と連合会が，共に『筑波山塊の花崗岩』の持続可能な

保全と開発に繋がるアイディアを出し合う機会を増やし，

地域住民，NPOや企業など多様な主体との協働のもと，そ

のための仕組を少しずつ整備していくことが必要である．
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